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人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
10
回

＊＊＊
日
時
／
1
月
28
日（
水
）19
時
30
分
～
21
時（
受
付
19
時
か
ら
）

＊＊＊
場
所
／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

＊＊＊
内
容
／
講
演
『
人
権
問
題
を
他
人
事
か
ら
「
自
分

事
」
へ
』
～
人
権
の
視
点
で
省
み
る
自
分
史
よ
り
～

＊＊＊
講
師
／
野の

ぐ
ち口
観か

ん

道ど
う

さ
ん（
元
滋
賀
県
人
権
教
育

研
究
会　
会
長
）

※
申
込
不
要　
参
加
無
料　
手
話
通
訳
あ
り

問
／
人
権
推
進
課　
人
権
教
育
推
進
係

☎
６
５

－

0
6
9
3　

6
3

－

4
5
8
2

�

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森�

き
ま
ぐ
れ
「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」�

（
短
時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）の
ご
案
内

＊＊＊
日
時
／
1
月
18
日（
日
）14
時
～
15
時

＊＊＊
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

＊＊＊
費
用
／
無
料

＊＊＊
申
込
／
不
要　
た
だ
し
先
着
15
人

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

写
真
展
『
信
楽
高
原
鐵
道
と
信
楽
焼
を

撮
影
し
て
』

＊＊＊
会
期
／
1
月
4
日（
日
）～
25
日（
日
）　

10
時

～
18
時（
月
・
火
曜
日
は
休
館
）��

4
日
は
12
時
か
ら
・
25
日
は
16
時
ま
で

＊＊＊
場
所
／
信
楽
図
書
館

問
／
信
楽
高
原
鐵
道
を
守
る
会
・
小
谷　

☎
０
８
０

－

５
３
３
１

－

０
４
４
０

�

　

江
戸
時
代
の
初
期
に
描
か
れ
た
水
口
岡
山

城
の
絵
図
に
は
、
本
丸
の
両
端
部
が
一
段
高

く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
城
郭
の
中
で
最
高
所
と

な
る
場
所
と
い
え
ば
、
天
守
が
想
定
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
天
守
の
位
置
は
、
本
丸
の

東
端
と
西
端
の
二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
（
便
宜

的
に
東
側
を
推
定
天
守
台
Ａ
、
西
側
を
推
定

天
守
台
Ｂ
と
し
ま
す
）。
そ
こ
で
、
推
定
天
守

台
Ａ
・
Ｂ
の
ど
ち
ら
が
本
来
の
天
守
か
確
認
す

る
た
め
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
推
定
天
守
台
Ａ
で
は
入い
り

隅ず
み

と
な
る
角
を
も
つ
石
垣
を
確
認
し
、
単
純
な

四
角
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。ま
た
、

石
垣
の
前
面
に
は
排
水
溝
と
み
ら
れ
る
石
列

が
あ
り
ま
し
た
。
推
定
天
守
台
Ａ
は
、
北
東

側
に
付つ
け

櫓や
ぐ
ら

台だ
い
の
張
り
出
し
を
も
つ
構
造
で
し

た
。

　

一
方
、
推
定
天
守
台
Ｂ
で
は
東
側
に
石
の

階
段
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
石
垣
は
崩

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
裏う
ら
込ご

め
石い

し
の
出
土
状
況
か

ら
南
東
隅す
み

角か
ど

部
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
推
定
天
守
台
Ｂ

は
東
側
に
階
段
が
張
り
出
し
た
四
角
い
構
造

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
推
定
天
守
台
に
は
構
造

の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
使
わ
れ
て
い
る
石
材

も
推
定
天
守
台
Ｂ
に
は
五ご

輪り
ん

塔と
う

な
ど
を
転
用

し
た
も
の
が
多
く
、
出
土
し
た
瓦
に
も
寺
院
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
推
定
天
守
台
Ａ
で
は
城
の
た
め
に
作
ら

れ
た
瓦
の
み
が
出
土
し
ま
し
た
。
構
造
だ
け
で

な
く
、
使
わ
れ
た
部
材
に
も
違
い
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
今
回
の
調
査
成
果
で
ど
ち
ら
が
天
守
で
あ
っ

た
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
構
造
の
違
う
二
つ
の
天
守
級
建
物
が
本

丸
の
両
端
に
並
び
建
っ
て
い
た
姿
が
想
定
で
き

ま
す
。
城
下
か
ら
見
上
げ
た
姿
は
、
豊
臣
政

権
の
拠
点
城
郭
と
し
て
の
威
容
を
誇
っ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で

胸
が
高
ま
り
ま
す
。

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

甲
賀
の
文
化
財

豊
臣
の
拠
点
城
郭 

水
口
岡
山
城

並
び
建
っ
た
二
つ
の
天
守
級
建
物

◀
推
定
天
守
台
Ａ
の
石
垣

▶
推
定
天
守
台
Ｂ
の
階
段

vol.21
みんなでつくる安心・安全なまち

外傷サーベイランス委員会で「成果指標」などを検討
　平成26年11月6日、第8回外傷サーベイランス委員
会が開催され、テーマ別対策委員会から考案された取
り組みの実施プランや「成果指標」について検討が行
われました。
　成果指標とは、取り組みの効果や影響を評価する
「ものさし」であり、到達目標や評価の対象、評価の
方法などを設定します。
　各対策委員会では、評価の方法として、アンケートや
聞き取り調査など様々な内容が提案され、外傷サーベ
イランス委員会からは、「無理なく継続できる」という
観点からさらに精査や工夫を行うよう提言がされました。

問
い
合
わ
せ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎ 65‐0665／ 63‐4619

水口地域区長会理事会でセーフコミュニティについて研修
　水口地域区長会理事会で10月16日、セーフコミュ
ニティの概要や本市の取り組み状況について研修が実
施されました。
　参加された皆さんはまちづくりの実践者であり、質
疑・意見交換の中では、「各地域でも、危険箇所の洗
い出しやマップづくりなど、既に安全に関する取り組み
をしているが、これからはデータが大切だと思う。地
域レベルではなかなか有用なデータを集められない
が、市と地域が相互に協力してデータを共有できれば、
もっと効果的に取り組めるのではないか。」など、セー
フコミュニティの本質を突いた意見も出されました。
　なお、この研修後の10月27日には、同区長会理事会
で、日本初のセーフコミュニティ認証取得自治体である
京都府亀岡市を視察され、同市の取り組みの経過やモ
デル地区による実践事例などについて研修されました。

▶
水
口
地
域
区
長
会

理
事
会
の
研
修

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
割
引
も

あ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
金
融
機

関
ま
た
は
草
津
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
平
成
27
年
4
月
分
か
ら
の
前
納
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
2
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
預
金
通
帳

・
金
融
機
関
の
届
出
印

・
口
座
振
替
申
出
書
（
※
）

（
※
）
右
記
窓
口
の
ほ
か
保
険
年
金
課
、
旧
支
所
の

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

口座振替で
納めた場合 割引額

毎月納付
（翌月振替） � 15,250円 ―――
毎月納付
（当月振替） � 15,200円 � � �� 50円
6ヶ月前納 � 90,460円 � 1,040円
1年前納 179,160円 � 3,840円
2年前納 355,280円 14,800円

20
歳
が
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金

　

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年
金
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
、
日
本
国
内
に
住
所

の
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
20
歳
を
機
に
人
生
計
画
を
立
て
、
自

分
自
身
の
将
来
の
た
め
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
・
猶
予
制
度
に
該
当
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
『
国
民
年

金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
』
が
自
宅

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

草
津
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

☎
０
７
７‐５
６
７‐２
２
２
０

保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

☎
６
５‐０
６
８
８
／

６
３‐４
６
１
８

参考）平成26年度の国民年金保険料�
※平成27年度の保険料は3月頃に決定する予定です。
※1年前納・2年前納を税申告時に社会保険料
控除として利用する場合は、各年分の保険料
に相当する額を各年に分けて控除する方法も
選択できます。

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

14平成 27年 1月1日15 平成 27年 1月1日


